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●事業年度 4月1日から翌年3月31日

●定時株主総会 6月下旬

●基準日 定時株主総会　　3月31日
期末配当　　　　3月31日
中間配当　　　　9月30日
その他必要があるときは、あらかじめ公告いたします。

●株主名簿管理人 東京都港区芝三丁目33番1号
中央三井信託銀行株式会社

●同事務取扱場所 〒460-8685
名古屋市中区栄三丁目15番33号
中央三井信託銀行株式会社　名古屋支店証券代行部
TEL. 0120-78-2031（フリーダイヤル）

●同取次所 中央三井信託銀行株式会社　本店及び全国各支店
日本証券代行株式会社　本店及び全国各支店

●公告方法 電子公告によります。ただし、やむを得ない事由によっ
て電子公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載いた
します。

公告のホームページアドレス http://www.daikoku.co.jp/

〈お知らせ〉
住所変更、単元未満株式買取請求、名義書換請求及び配当金振込指定に必要な各用紙
のご請求は、株主名簿管理人のフリーダイヤル0120-87-2031で24時間受付してお
ります。

当社は、投資家の皆さまに対して電子メールによるIR情報配信サービスをスタートさせまし
た。ご登録いただいた方々に当社ホームページ（http://www.daikoku.co.jp/）に新しい情
報が掲載されたことをお知らせします。
ご希望の株主さまは、当社ホームページにアクセスした後、「IRメール配信ご登録」ボタン、
またはディア・ネットサービスホームページ（http://www.dirnet.jp/6430）から、簡単に
ご登録（無料）いただけます。

〒450―8640 名古屋市中村区那古野一丁目47番1号　名古屋国際センタービル2階

TEL（052）581―7111（代表）

ホームページ　http://www.daikoku.co.jp

株主メモ

IR情報メール配信サービスを開始



38,183台増加しております。1店舗当たりの設置台数は

336.5台と平均13.4台増加しており、設置台数が500台を超

える大型ホールは前年に比べて274ヶ所（15.3%）の増加とな

り、店舗の大型化がますます加速しております。

2004年7月から「風俗営業等の規制及び適正化等に関する法

律施行規則」と「遊技機の認定及び型式の検定等に関する規則」

の新規則（以下、合わせて「新規則」といいます。）が施行され、パ

チンコ遊技機ではゲーム性豊かな機種が市場投入されておりま

す。パチスロ遊技機は、今年6月から5号機の本格的な市場投入

が始まり、10月1日までにはすべてのパチスロ遊技機が5号機

に置き換わります。4号機に比べて射幸性が低くなることで、新

しいファン層の獲得が期待できる反面、ホール経営においては、

集客や収益確保における戦略の見直しが迫られております。

● ファンの視点をホール経営に活かす提案力の強化

現在、ホール経営における競争激化の要因を分析してみます

と、多くの店舗が同質化した経営を行っていることが見受けられ

ます。他店より新台の入替回数を増やし、チラシやイベントなど

を増やせば、来店者数が増えるだろうという施策です。これは一

時的な効果はありますが、イベント目的のファンは、イベントが

終われば他店へ移動しますし、入替などのコストが、最終的に収

益圧迫の要因となってきます。本当に必要なのは、他店と違う独

自の集客戦略を立て、ファンが楽しめるホール環境を整備するこ

とで、自店のファンを増やすことです。

ダイコク電機は、ファンの視点に立ち、ゲーム性が高まったパチン

コ遊技機の魅力をより楽しんでいただくために、ファンとのコミ

ュニケーションツールである情報公開製品をホールに提案してお

ります。店内に設置された大型ディスプレイでは、台情報・イベント

情報などをタイムリーにお知らせし、台毎に設置された情報提供端

末では一人ひとりのファンにホールからのメッセージを伝えると同

時に、ファンの声をホールにフィードバックすることで、ホールとフ

ァンのコミュニケーションを強化し、集客をサポートしております。

また、ホールに対する経営支援として、ホールコンピューティ

ングシステム「Ｃ」を活用した遊技機の管理や全国2,321の契約

新規則によるパチンコ市場の環境変化…………………

● 新基準機の本格投入により変化するホール経営

パチンコ産業の市場規模は遊技人口が約1,700万人、貸玉料

は約28兆円と言われ、レジャー産業全体の35％を占めており

ます。全国のパチンコホール数は前年から491店舗減少の

14,674店舗となり、ここ10年間減少傾向が続いておりますが、

パチンコ・パチスロ遊技機設置台数では4,937,381台となり、
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イノベーションにより新しい価値を創造することで
事業領域を拡大し、収益力を向上させてまいります。

代表取締役社長　栢森雅勝

●パチンコホール数及びパチンコ・パチスロ遊技機設置台数の推移

株主の皆さまにおかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申しあげます。また、平素は格別のご支援を賜り厚くお礼申しあげます。

ダイコク電機グループは、日本のアミューズメント産業の中核を占めるパチンコ業界において、ファンのニーズを原点にホールや遊技機

メーカーの経営に役立つ製品を提案していくことで、業界の健全な成長を支援しております。

2007年3月期の事業概要をご報告するにあたり、パチンコ市場における環境の変化や当企業グループの取り組みなどにつきまして、

代表取締役社長の栢森雅勝からお話させていただきます。

調査資料の出処：「平成18年における風俗関係事犯等について」(2006年12月末日現在)

ホールの営業データを日々収集・分析し、フィードバックする会

員制情報提供サービス「ＤＫ-ＳＩＳ」を融合した提案をしておりま

す。これにより、ゲーム性が高まった遊技機の特性を活かしファ

ンに楽しんでもらいながら、適正な収益を確保するオペレーショ

ンをサポートしたり、ホール経営で最も重要となる遊技機の入替

時期においては、他店の稼動状況と比較したりすることで、適切

なタイミングの見極めにも役立っております。

● 遊技機メーカーのパートナーとして高付加価値ユニットを開発

ダイコク電機は、遊技機メーカーのパートナーとして表示ユニ

ットや制御ユニットなどの開発・製造・販売も行っております。新

規則により、パチンコ遊技機は今までにないゲーム性豊かな機

種が求められ、開発技術も高度化しております。これに対し、私

たちは「ＤＫ-ＳＩＳ」で集約された全国の遊技機の稼動状況から人

気機種の傾向を解析し、ファンの嗜好やトレンドの変化をタイム

リーに読み取ることで、他の開発企業とは差別化した、オリジナ

リティ豊かな新機種を提案しております。

現在、テレビゲーム機の高精度3次元映像などに伴い、パチン

コ遊技機の液晶画面でも高画質が求められております。これに
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対応するため、昨年子会社化したゲームの企画・開発を行う元気

株式会社のポテンシャルを活かした開発も進めております。ま

た、人気のキャラクターや映画・タレントの版権を取得したタイ

アップ機も多数投入しております。

制御システム事業は、販売機種数と販売台数で収益が決まり

ます。ゲーム性の向上や高画像化で技術的なハードルが上がる

なか、組織体制を拡充していくことで、開発期間を短縮し、付加

価値の高いユニットを開発することで、価格競争に巻き込まれな

い遊技機メーカーのパートナーとしてのポジションを確保し、販

売数量を増加させてまいります。

● 新たなファン層を拡大する情報ネットワークを整備

ダイコク電機は創業以来、ファン層の拡大こそが健全な業界の

育成に繋がるという考え方を基本にしております。私たちの直接

の顧客はホールと遊技機メーカーですが、常に見つめているの

はその先にいる「ファン」の存在です。新規則により、ゲーム性豊

かな機種が市場に投入されるなか、団塊世代の方々の退職需要

などもあり、新たなファン層の獲得には、絶好の機会となります。

私たちは、ファン向けの情報発信事業を平成17年に分社化し

てDIXEO株式会社を設立し、インターネットを活用してＰＣや携

帯サイトに全国のホールの出玉情報などを発信するパチンコ＆

パチスロのポータルサイト「データロボサイトセブン」を運営して

おります。また、当社が運営するSKY Perfec TV!のパチンコ・

パチスロ情報チャンネル「パチ・スロ サイトセブンTV」もデータ

ロボサイトセブンとの連携したサービスを提供することで、会員

を増やしております。ファンに価値のある情報を様々なメディア

で発信していくことで、新たなファン層を拡大し、ホールや遊技

機メーカーの発展に貢献することで、自らも成長してまいります。

● 情報の交流基点となることで業界の成長を支援

パチンコ市場は、規模は大きいものの成熟したマーケットです。

ホールや遊技機メーカー間の競争も毎年厳しさを増しておりま

す。ダイコク電機は、「ファン」「ホール」「遊技機メーカー」の3者

の中間にポジショニングすることで、情報を交流させるハブ機能

を果たしております。

ホールに対しては、「ＤＫ-ＳＩＳ」とホールコンピューティングシ

ステム「Ｃ」を融合したトータルネットワークシステムを構築し、

ファンが楽しめる機種の最適な設定や遊技機の入替時期の見極

めをサポートしております。遊技機メーカーには「ＤＫ-ＳＩＳ」を活

用して全国のホールで稼動している遊技機の稼動状況を提供し、

開発の指針としていただいております。ファンにはＰＣや携帯サ

イト、有料ＴＶを使ってホールや遊技機の情報をお知らせしてお

ります。ファンが求める情報を基点に、互いのニーズを交流させ、

開発や経営改善にフィードバックしていくことで、業界全体の健

全な成長を支援してまいります。

中長期におけるビジョンと成長戦略……………………

● イノベーションを軸に事業領域を拡大

成熟したパチンコ市場のなかで、ダイコク電機が中長期的に

成長していくためには、時代の変化に柔軟に対応することで、事

業をイノベーションし、新しい価値を創造して、顧客に提供し続

けなければなりません。どんなに優秀なシステムや製品でも時

間と共に価値は下がり、競争力を失っていきます。常にニーズを

先取りして、未開発分野を開拓していくことで、事業領域を広げ

てまいります。

具体的な取り組みとして、情報システム事業では、集客や遊技

機の調整などホールが抱えている様々な問題に対して、セミナー

やコンサルティングを通じてソリューション提案力を強化し、販

売後のメンテナンスなどアフターフォローも取り込むことで、包

括的なサービス体制を構築してまいります。さらに今秋には新ブ

ランド「MIRAIGATE」というシステム、ネットワーク、ヒトを駆使

した幅広い高品質なホール支援システムを投入する予定です。ゲ

ーム性の異なるパチンコ・パチスロ遊技機を適正にデータ管理す

ることで、その機種本来が持っている性能を引き出し、機種寿命

を延ばして新台入替の頻度を少なくし、ホールの経費削減を実現

いたします。また他業種と提携して、ファン向け情報公開機器へ

ダイコク電機サーバーからの自動ダウンロードによる遊技機情報

の提供や、電子マネーを採用したシステムとの連携など、営業・集

客・運用管理のすべての側面をアップグレードさせてまいります。

制御システム事業では、新技術の研究開発により製品の優位

性を高め、「ＤＫ-ＳＩＳ」によりファンのニーズを解析することで、

遊技機メーカーと一体となって市場に企画提案を行い、市場の

評価を上げていくことで、販売数量を拡大してまいります。

アミューズメントコンテンツ事業では、元気株式会社の従来の

ゲームソフトの製造・販売に加え、他ソフトメーカーの製造受託、

パチンコメーカー向け機種の開発と収益の軸を広げていくこと

で事業の安定化をはかってまいります。

株主の皆さまには、今後とも一層のご支援・ご鞭撻のほどよ

ろしくお願いいたします。

パチンコホール�

ホールデータ�
送信�

システムの�
販売�

ホール内設備�

ホール�
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データ集計・�
分析�

パチンコ・パチスロ�
遊技機メーカー�

パチンコファン�

情報が流れることで、行動が変わる。�
パチンコファン・ホール・メーカーを巻き込み、�
業界全体の行動が変わればそれは変革になる。�
ダイコク電機は、情報の流れを担って�
いくことで変革の中心となる。�

遊技機の情報提供�
文字、音声、画像�

ファンを引きつける�
楽しい情報の提供�

「C」と「DK-SIS」の融合�

大当たり情報�

●価値情報ネットワークシステムの実現

ファン、ホール、遊技機メーカーに情報が流れる仕組みを実現する。



平成19年2月6日名古屋会場を皮切りに、大阪、福岡、東京の全国4会場、延べ5日間にわたり

ダイコク電機展示会＆セミナーを開催いたしました。

パチンコ業界がパチスロ5号機の導入を本格的に迎えるなか、当社の新ブランド「ＭＩＲＡＩＧＡＴＥ」

による、ネットワークを中心とした新しいホール経営の形を発表いたしました。今回はそのコンセプ

トをＰＲするのみで、具体的な製品発表はいたしませんでしたが、ご来場いただいたホール経営者

の皆さまには十分「MIRAIGATE」に対しての期待感を持っていただけたと思います。

また、平成19年1月に提携した日本ゲームカード株式会社のご協力もいただき、提携による新し

いサービスや可能性もお伝えすることができました。

今後、平成19年秋に予定しております新ブランド「ＭＩＲＡＩＧＡＴＥ」を冠した製品群の本格発

表に向けてダイコク電機グループの総力を結集し、製品開発に、より一層注力してまいりますので、

どうぞ皆さまご期待ください。

「ＭＩＲＡＩＧＡＴＥ」
～ＤＫネットワークソリューション

次のステージへ～

●DK-SISセミナー「2007年淘汰の時代！構造変化を見極めよ！」

パチスロ５号機時代に突入するパチンコ業界に「今後どのような変化が起こるのか」、「その
変化にパチンコホールはどのように対応すべきか」というポイントにフォーカスした今回のセミ
ナーでしたが、業界全体の危機感と、当社の見解や対応策への期待が反映されたのか、真剣
なまなざしで聴講されておりました。
当社は「パチンコ・パチスロの機種構成の変化」と「ファン動向の変化」の２つを予測し、こ

のような変化に対応するため、DK-SISを用いた情報収集・情報活用の重要性や、プレジャー
ビジョン等のファン向け情報公開機器による各種データ公開の促進などの提案を行い、これ
からの業界にとっての当社製品の優位性について十分お伝えすることができたのではないかと
思います。
今後も業界におけるコンサルタントとしてのポジ

ションを確固たるものとしていくため、引き続き当
社ならではの情報発信に努めてまいります。

来場者数 昨年実績 増減

名古屋会場 403名 292名 111

大阪会場 388名 423名 ▲35

福岡会場 257名 286名 ▲29

東京会場（2日間） 933名 895名 38

合計（4会場、5日間） 1,981名 1896名 85
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日本ゲームカード株式会社と当社は、「サービス面」、「システム面」、「営業面」における包括的な

業務提携を行うことで、平成19年１月23日付けで正式合意いたしました。

業務提携の目的

市場動向の変化に伴うパチンコファン、パチンコホールの多様化するニーズに速やかに対応す

るため、両社の得意分野を融合させ、ファンの活性化及び拡大をはかり、ホールに付加価値の高

いシステムを速やか且つ継続的に提供することを目的としております。

業務提携の内容

①サービス面での提携～パチンコファン向け～

パチンコホールにファンが来店したくなる、また新たにパチンコに興味を持っていただけるような

サービスを提供するため、当社が保有する「ファンとのインターフェース」と、日本ゲームカード株式

会社の第三者発行、第三者決済プリペイドカードシステムを融合、補完いたします。

②システム面での提携～パチンコホール向け～

パチンコホールに対して、両社が保有するシステム、インフラ、ノウハウを連携させることで、高付

加価値で投資効果の高いシステムの提供を行います。

③営業面での提携

市場ニーズをより正確に、効率的に把握するため、市場情報の共有化をはかります。なお、

平成18年10月より、当社は日本ゲームカード株式会社のパチンコプリペイドカードシステム機器の

販売代理店として活動しております。

日本ゲームカード株式会社
と提携

Fade in ダイコク電機最前線

New Products 新製品情報

平成18年12月22日(金)・23日(土)の2

日間、名古屋国際会議場で開催されまし

た『東海三県ノムラ資産管理フェア2006』

にブース出展いたしました。

東海地区の一般投資家の皆さまを対

象に上場企業各社の概況をご理解いた

だき、投資を促そうという催しで、出展企

業は77社、作家の堺屋太一氏やストラテ

ジストのリチャード・クー氏など著名人の講

演会もあり、両日で23,000名を超えるご

来場がありました。

当社ブースにおきましても、約2,300名の方々からアンケートのご協力をいただきました。ご来場

いただきました株主及び投資家の皆さま、ありがとうございました。

また、平成19年２月16日(金)・17日(土)の２日間、京セラドーム大阪で開催されました『関西ノム

ラ資産管理フェア2007』にも昨年に引き続き2回目のブース出展をいたしました。出展企業は124

社、両日で約28,000名のご来場があり、当社ブースにおきましても、昨年を超える約2,900名の

方々からアンケートのご協力をいただきました。

今後もより一層積極的なＩＲ活動を実施し、会社認知度の向上に向けて努力してまいります。

ノムラ資産管理フェア
に出展

台間分煙装置　カタルシア

台間分煙装置「カタルシア」は分煙装置としての「エアカーテン」の効果に加え、「光触媒」、

「活性炭繊維フィルター」、「マイナスイオン」の効果により除菌・脱臭・集塵など、パチンコホー

ル内の環境改善効果が期待できます。

遊技中のお客さまの受動喫煙を減らし、空調システムでは処理できないお客さまが不快に

感じる「隣の煙」を軽減する、これからのパチンコホールに欠かせないアイテムです。
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ットワークを活用した効率の良いメンテナンス体制の構築と、当社スタッフによる機器の有効活
用の提案を実施し、顧客満足度を高めてまいります。
＜制御システム事業＞
1．総合企画提案力の強化
「DK－SIS」や情報システム事業セクタ、元気株式会社と連携することにより、総合提案力を強
化し、市場の評価を上げていくことにより販売数量の増加を目指します。
2．開発期間の短縮と機種数の増大
元気株式会社との役割を明確にし、開発工程のさらなる効率化により、開発期間を短縮し、開

発機種数の増大をはかります。
また、研究開発チームでは、新技術を駆使した新しい表示ユニットの開発に取り組み、製品優

位性を打ち出し、製品の付加価値の向上を目指します。
3．顧客から信頼される製造・物流体制の構築
製品の大型化、短期集中生産に対応するため、顧客から信頼される製造、物流体制を構築します。
品質管理向上のために、機種開発部門との関わりを強化します。
＜アミューズメントコンテンツ事業＞
確固とした技術の軸、収益の軸を発展させる
企画力、技術力をさらに向上させ、新たなビジネスモデルの構築を目指します。

パチンコ業界は、平成19年6月をピークとするパチスロ遊技機の新基準機への入替期限が間近
に迫っており、上期もパチンコホールにおきましては、新店や店舗改装を見合わせる状況が続くも
のと思われますが、新しい遊技機に適応した集客、収益戦略の構築がいよいよ迫られております。
このような市場環境のなか、当社グループは、情報システム事業におきまして、顧客であるパ

チンコホールの店舗運営を強力に支援するため、新ブランド「MIRAIGATE」を立ち上げ、営業
や集客活動を支援し、効率的で信頼されるメンテナンスを行ってまいります。下期には回復が見
込まれるものの通期では新店や設備への投資が減少するため、売上高は241億円（前期比
10.6％減）の見込みとなります。制御システム事業におきましては、元気株式会社との連携によ
り企画提案力や開発力の強化を行い、開発機種数を増加させることにより、売上高は190億円
（同6.8％増）の見込みとなります。アミューズメントコンテンツ事業におきましては、ブランド
の向上に邁進するとともに、受託ゲームソフトの開発も強化することにより売上高は27億円（同
11.7％増）の見込みとなります。
この結果、連結売上高は458億円（同2.9％減）、連結営業利益は33億円（同24.5％減）、連結経

常利益は37億円（同25.0％減）、連結当期純利益は20億円（同777.2％増）を見込んでおります。

営業のご報告 Review of Operations

当社グループが携わるパチンコ業界におきましては、甘い大当たり確率のパチスロ新基準機や
パチンコ遊技機の設置比率が高まり、変化する状況に適応した集客、収益戦略の構築が迫られて
おります。また、平成19年6月をピークとするパチスロ遊技機の新基準機への入替期限が近づく
なか、当連結会計年度の下期頃から、顧客であるパチンコホールでは出店計画が見直され、新店
件数が減少しました。
警察庁生活安全局生活環境課発表の「平成18年における風俗関係事犯等について」によると、

パチンコホール数は、平成17年に比べて491店舗減少し、14,674店舗となりました。また、
パチンコホールの遊技機設置台数は38,183台増加の4,937,381台となり、1店舗当たりの遊
技機設置台数は336.5台と平均で13.4台増加し、店舗の大型化傾向と世代交代がますます顕著
になってきております。
このような市場環境のなか、当社グループの情報システム事業におきましては、パチンコホー

ルの店舗運営を強力に支援するDKトータルネットワークサービスの構築に力を入れ、パチンコホ
ールとパチンコファンとのコミュニケーションツールである情報公開製品の機能向上を行い拡販
に努めましたが、新店件数の減少による影響は予想以上のものがありました。
制御システム事業におきましては、開発力強化により主力であるユニットの機種数、販売数及

び販売額は増加しましたが、液晶パネル販売の減少等によって商品販売は減少いたしました。
アミューズメントコンテンツ事業におきましては、家庭用ゲーム機が世代交代時期を迎えた厳

しい状況にあり、前期より開発しておりました子会社である元気株式会社の自社ブランドゲーム
ソフトの一部を採算性の観点から開発を中止したため、仕掛品の評価損が発生することとなりま
した。また、元気株式会社の黒字転換の遅れを受けて、10年間の均等償却を予定しておりました
「のれん」を減損損失（21億円）とし特別損失に計上することとなりました。
この結果、当連結会計年度の業績は、連結売上高471億80百万円（前期比3.9％減）、連結営

業利益43億73百万円（同31.3％減）、連結経常利益49億32百万円（同27.3％減）、連結当期
純利益2億28百万円（同93.5％減）となりました。

＜情報システム事業＞
新ブランド「MIRAIGATE」の推進
顧客であるパチンコホールの店舗運営を強力に支援するため、ホールコンピューティングシス

テム「Ｃ」で構築されたネットワークを活用する新ブランド「MIRAIGATE」を立ち上げました。
これにより、ホール業務や集客の支援、効率的なメンテナンス支援のサービスを拡大します。新
ブランドを浸透させ、システムの普及と付加価値提供によるランニングビジネスの確立を目指し
てまいります。
1．情報公開製品の拡販
パチンコホールとパチンコファンとのコミュニケーションツールである情報公開製品の機能向

上をはかるとともに、製品ラインナップを増やしてまいります。また、MIRAIGATEネットワー
クを活かしたコンテンツの充実をはかり、新たな集客機能や運用の提案を行う営業活動を広げて
まいります。
2．メンテナンス体制の改革
機器を導入していただいたパチンコホールに、安心して利用いただくために、MIRAIGATEネ

当連結会計年度の取り組みと成果

次期の見通し

対処すべき課題

03/3期�
単独�

04/3期�
単独�

05/3期�
単独�

06/3期�
連結�

49,089

07/3期�
連結�

47,180

40,281 39,433

49,832

主要財務データ

Key Financial Data
●売上高（単位：百万円）

03/3期�
単独�

04/3期�
単独�

05/3期�
単独�

06/3期�
連結�

6,365

13.0

07/3期�
連結�

4,373

9.35,468

13.6

4,849

12.3

5,988

12.0

●営業利益（単位：百万円）
●売上高営業利益率（単位：％）

03/3期�
単独�

04/3期�
単独�

05/3期�
単独�

06/3期�
連結�

6,782

13.8

07/3期�
連結�

4,932

10.5
5,715

14.2

5,342

13.5

6,638

13.3

●経常利益（単位：百万円）
●売上高経常利益率（単位：％）

03/3期�
単独�

04/3期�
単独�

05/3期�
単独�

06/3期�
連結�

3,495

7.1

07/3期�
連結�

228

0.5

2,981

7.4

3,068

7.8

3,484

7.0

●当期純利益（単位：百万円）
●売上高当期純利益率（単位：％）

03/3期�
単独�

04/3期�
単独�

05/3期�
単独�

06/3期�
連結�

51,530

49.6

42,315

44.1

44,322

47.1

51,624

25,537

07/3期�
連結�

44,268

54.6

24,207
18,677 20,874 23,315

45.2

●総資産　●純資産（単位：百万円）
●自己資本比率（単位：％）

03/3期�
単独�

04/3期�
単独�

05/3期�
単独�

06/3期�
連結�

1,710.84

1,246.17
1,401.28

1,560.59

219.87

07/3期�
連結�

1,635.98

15.44
200.73 196.84 219.22

●一株当たり純資産（単位：円）
●一株当たり当期純利益（単位：円）

業績の見通しに関する注意事項

本資料中に記載されている市場予測や業績見通しは、当社の経営陣が現在有効な情報に基づき判断したもので、
その実現には潜在的リスクや不確実性を含んでおり、さらに業績に影響を与える要因はこれに限定されるもので
はありません。従いまして、諸要因の変化により実際の業績は記載事項と大きく異なる結果となる可能性がある
ことをあらかじめご承知おきください。
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当連結会計年度における遊技機市場は、パチンコ遊技機において、

総販売台数は変わらないものの機種ごとでは優勝劣敗の色合いがさ

らに増し、パチスロ遊技機において、旧基準機から新基準機への入

れ替えが徐々に進んでおります。

このような市場環境のなか、当事業は、グループの総合力を活か

した機種開発を行うことにより、開発機種数が増加し、製品販売は

120億7百万円（前期比6.1％増）となりました。一方、商品販売は市場競争の激化によ

り、液晶パネルの販売が減少したため57億91百万円（同32.7％減）となりました。

この結果、当事業の売上高は177億98百万円（同10.6％減）、営業利益18億10百万

円（同26.8％減）となりました。

アミューズメントコンテンツ事業は、ゲーム事業を行っている元気株式会社と元気モバイル株式会社

を子会社化したことにより、当企業グループの新たな事業となりました。

当連結会計年度におけるゲーム市場は、家庭用ゲーム機が世代交代時期を迎えた厳しい状態でした。

このような市場環境のなか、当事業の売上高は24億18百万円、営業損失2億74百万円となりました。

情報システム事業 制御システム事業

アミューズメントコンテンツ事業

プレジャービジョン PV-55(R)Ⅱ
ファンが求める情報とファンに伝えたい情報を
効果的に結びつけた新しい情報公開ツール。サ
ンド型のタッチパネルLCDで、過去のデータから
本日のデータまで出玉推移グラフや大当たり発
生履歴、ベスト台データなどグレードアップした
多彩なデータがご覧いただけます。

19,915

03/3期�
単独�

04/3期�
単独�

05/3期�
単独�

06/3期�
連結�

07/3期�
連結�

17,798
19,458

17,680

23,965

●制御システム事業売上高
■単独通期 ■連結通期
（単位：百万円）

26,967
29,173

03/3期�
単独�

04/3期�
単独�

05/3期�
単独�

06/3期�
連結�

07/3期�
連結�

20,822 21,752

25,867

●情報システム事業売上高
■単独通期 ■連結通期
（単位：百万円）

製品�
20,528百万円�

工事収入等�
5,543百万円�

商品�
（消耗品等）�
257百万円�

ホールコンピュータ�
6,439百万円�

景品顧客�
管理システム�
4,741百万円�

情報公開システム�
8,518百万円�

その他�
829百万円�

23.8%

17.6%
31.5%

3.1%

76.0%

1.0%

ファン向けサイト事業（DIXEO）�
638百万円�
2.4%

20.6%

●情報システム事業売上高構成比
（百万円未満は切捨て）

売上比率

37.8%

売上比率

5.1%

製品�
12,007百万円�

商品（部品）�
5,791百万円�

表示ユニット�
9,498百万円�

制御ユニット�
2,390百万円�

その他�
118百万円�

53.4%

13.4%

67.5%

32.5%

0.7%

表示ユニット
パチンコ遊技機のゲーム内容を表現する部分で、ハード
ウエアとそれに搭載されるプログラムから構成されます。

制御ユニット
基本動作をつかさどるハードウエアとそれ
に搭載されるプログラムから構成され、パ
チンコ遊技機の心臓部といえます。

当連結会計年度において、顧客であるパチンコホールでは、

設置有効期限の切れた人気の高いパチスロ遊技機の撤去と、新

しいゲーム性を持つパチンコ遊技機の導入が進められました

が、平成19年6月に設置有効期限を迎える多くのパチスロ遊技

機がいまだに数多く残存していることから、当連結会計年度の

下期頃より新店や店舗改装に慎重となる状況がうかがえました。

このような市場環境のなか、当事業は、パチンコファン集客のため、情報公開製品の

プレジャービジョン、高機能ランプIL－90ＣⅡ及びメフィードを提案し、また遊技機

の有効活用ツールとしてホールコンピューティングシステム「C」が引き続き高い評価

を得ることができ、上期は順調に推移しました。しかし、下期におきましては、パチン

コホールが出店計画見直しの動きとなり、この影響を受け厳しい結果となりました。

この結果、当事業の売上高は269億67百万円（前期比7.6％減）、営業利益51億

25百万円（同17.7％減）となりました。

売上比率

57.1%

●制御システム事業売上高構成比
（百万円未満は切捨て）

商品（部品）
パチンコ遊技機に使用される液晶パネ
ル、スイッチ、ソレノイドなどのオートメーシ
ョンパーツの仕入販売をしております。

ホールコンピューティングシステム「C」

パチンコホールの台管理・景品管理・顧客管理・映像管理・情報公

開システムの総合営業管理を行い、パチンコファンの来店誘発の演

出とセキュリティ強化に着目したホールコンピュータシステムです。台

データ管理機能は従来の基本性能を継承し、新しく柔軟性と拡張

性を実現しました。
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連結貸借対照表（要旨）

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

当連結会計年度 前連結会計年度
科　　目 2007年3月31日現在 2006年3月31日現在

資産の部
流動資産 26,415 30,186
固定資産 17,853 21,344
有形固定資産 7,324 7,702
無形固定資産 1,714 3,980
投資その他の資産 8,813 9,662
資産合計 44,268 51,530
負債の部
流動負債 19,564 25,179
固定負債 497 813
負債合計 20,061 25,993
資本の部
資本金 ― 674
資本剰余金 ― 680
利益剰余金 ― 24,172
その他有価証券評価差額金 ― 12
自己株式 ― △0
資本合計 ― 25,537
負債資本合計 ― 51,530
純資産の部
株主資本 24,178 ―
資本金 674 ―
資本剰余金 680 ―
利益剰余金 22,824 ―
自己株式 △0 ―
評価・換算差額等 7 ―
少数株主持分 21 ―
純資産合計 24,207 ―
負債純資産合計 44,268 ―

（単位：百万円、百万円未満は切捨て）

当連結会計年度 前連結会計年度
科　　目 2006年4月 1日から 2005年4月 1日から

2007年3月31日まで 2006年3月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,220 4,046
投資活動によるキャッシュ・フロー △120 △4,644
財務活動によるキャッシュ・フロー △2,607 △2,283
現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △0
現金及び現金同等物の増加額（△減少額） 1,493 △2,881
現金及び現金同等物の期首残高 10,611 13,493
現金及び現金同等物の期末残高 12,105 10,611

（単位：百万円、百万円未満は切捨て）

連結株主資本等変動計算書（要旨）

連結損益計算書（要旨）

当連結会計年度 前連結会計年度
科　　目 2006年4月 1日から 2005年4月 1日から

2007年3月31日まで 2006年3月31日まで

売上高 47,180 49,089
売上原価 31,125 32,110
売上総利益 16,055 16,978
販売費及び一般管理費 11,681 10,612
営業利益 4,373 6,365
営業外収益 692 556
営業外費用 133 138
経常利益 4,932 6,782
特別利益 50 16
特別損失 2,524 627
税金等調整前当期純利益 2,458 6,171
法人税、住民税及び事業税 2,066 2,896
法人税等調整額 203 △220
少数株主損失 40 ―
当期純利益 228 3,495

（単位：百万円、百万円未満は切捨て）

貸借対照表（要旨）

当事業年度 前事業年度
科　　目 2007年3月31日現在 2006年3月31日現在

資産の部
流動資産 24,959 28,404
固定資産 17,913 20,409
有形固定資産 7,219 7,621
無形固定資産 1,630 1,564
投資その他の資産 9,063 11,224
資産合計 42,873 48,813
負債の部
流動負債 17,931 23,061
固定負債 311 336
負債合計 18,243 23,397
資本の部
資本金 ― 674
資本剰余金 ― 680
利益剰余金 ― 24,050
その他有価証券評価差額金 ― 12
自己株式 ― △0
資本合計 ― 25,416
負債資本合計 ― 48,813
純資産の部
株主資本 24,622 ―
資本金 674 ―
資本剰余金 680 ―
利益剰余金 23,268 ―
自己株式 △0 ―
評価・換算差額等 7 ―
純資産合計 24,630 ―
負債純資産合計 42,873 ―

（単位：百万円、百万円未満は切捨て）

損益計算書（要旨）

当事業年度 前事業年度
科　　目 2006年4月 1日から 2005年4月 1日から

2007年3月31日まで 2006年3月31日まで

売上高 44,131 48,452

売上原価 29,283 32,079

売上総利益 14,848 16,372

販売費及び一般管理費 10,380 10,282

営業利益 4,468 6,089

営業外収益 707 603

営業外費用 105 138

経常利益 5,070 6,554

特別利益 53 30

特別損失 2,151 627

税引前当期純利益 2,971 5,957

法人税、住民税及び事業税 1,984 2,782

法人税等調整額 216 △198

当期純利益 770 3,374

前期繰越利益 ― 1,776

中間配当額 ― 147

当期未処分利益 ― 5,002
（単位：百万円、百万円未満は切捨て）

2006年3月31日残高 674 680 24,172 △0 25,525 12 ― 25,537
連結会計年度中の変動額
剰余金の配当 ― ― △1,330 ― △1,330 ― ― △1,330
利益処分による役員賞与 ― ― △245 ― △245 ― ― △245
当期純利益 ― ― 228 ― 228 ― ― 228
株主資本以外の項目の連結会計年度中の変動額（純額） ― ― ― ― ― △4 21 17
連結会計年度中の変動額合計 ― ― △1,347 ― △1,347 △4 21 △1,330
2007年3月31日残高 674 680 22,824 △0 24,178 7 21 24,207

（単位：百万円、百万円未満は切捨て）

純資産合計少数株主持分その他有価証券
評価差額金株主資本合計自己株式利益剰余金資本剰余金資本金

株主資本 評価・換算差額等
当連結会計年度

2006年4月1日から2007年3月31日まで

当事業年度
2006年4月1日から2007年3月31日まで

株主資本等変動計算書（要旨）

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

資本剰余金 利益剰余金
その他利益剰余金

資本準備金
資本金

株主資本 評価・換算差額等

2006年3月31日残高 674 680 30 18 19,000 5,002 24,050 △0 25,404 12 25,416
事業年度中の変動額
利益処分による特別償却準備金の取崩 ― ― ― △7 ― 7 ― ― ― ― ―
特別償却準備金取崩 ― ― ― △7 ― 7 ― ― ― ― ―
利益処分による別途積立金の積立 ― ― ― ― 1,000 △1,000 ― ― ― ― ―
剰余金の配当 ― ― ― ― ― △1,330 △1,330 ― △1,330 ― △1,330
利益処分による役員賞与 ― ― ― ― ― △221 △221 ― △221 ― △221
当期純利益 ― ― ― ― ― 770 770 ― 770 ― 770
株主資本以外の項目の事業年度中の変動額（純額） ― ― ― ― ― ― ― ― ― △4 △4
事業年度中の変動額合計 ― ― ― △15 1,000 △1,765 △781 ― △781 △4 △785
2007年3月31日残高 674 680 30 2 20,000 3,236 23,268 △0 24,622 7 24,630

（単位：百万円、百万円未満は切捨て）

利益準備金
特別償却準備金 別途積立金 繰越利益剰余金

利益剰余金
合計

自己株式 株主資本合計
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●事業所一覧
本　　　　社 〒450―8640 名古屋市中村区那古野一丁目47番1号

名古屋国際センタービル
TEL（052）581―7111（代表）

本部事業所 〒480―0395 春日井市坂下町一丁目875
TEL（0568）88―7111

高蔵寺事業所 〒487―0014 春日井市気噴町一丁目2番地
TEL（0568）51―7111

春日井事業所 〒480―0304 春日井市神屋町1番26
TEL（0568）88―7771

表参道デザインスタジオ 〒107―0061 東京都港区北青山三丁目3番11号
ルネ青山ビル

●拠点一覧
北日本支店 〒980―0014 仙台市青葉区本町二丁目2番3号

鹿島広業ビル
・札幌営業所 〒001―0011 札幌市北区北十一条西四丁目1番地44

ベルエアプラザ
・盛岡出張所 〒020―0045 盛岡市盛岡駅西通二丁目9番1号

マリオス

関 東 支 店 〒110―0005 東京都台東区上野七丁目2番10号
上野駅前第一生命ビル

・茨城営業所 〒305―0032 つくば市竹園二丁目2番地4
第2・ISSEIビル

・北関東営業所 〒330―6022 さいたま市中央区新都心11番地2
明治安田生命さいたま新都心L.A.タワー

・新潟出張所 〒950―0925 新潟市弁天橋通一丁目2番39号
VMビルヂィング

中 部 支 店 〒480―0304 春日井市神屋町1番26
・金沢出張所 〒920―0027 金沢市駅西新町三丁目9番26号
・松本出張所 〒390―0852 松本市大字島立399番地1 滴水ビル

西日本支店 〒532―0003 大阪市淀川区宮原四丁目1番14号
住友生命新大阪北ビル

・岡山営業所 〒700―0927 岡山市西古松一丁目1番26号　オム第Ⅱビル
・高松出張所 〒761―8071 高松市伏石町795番地1 丸忠Ⅲビル

九 州 支 店 〒812―0016 福岡市博多区博多駅南二丁目1番9号
ヤマエ博多駅南ビル

・広島営業所 〒730―0004 広島市中区東白島町14番15号　NTTクレド白島ビル
・宮崎出張所 〒880―0801 宮崎市老松一丁目3番3号　松屋ビル

●関係会社

連結子会社
DIXEO株式会社、元気株式会社、元気モバイル株式会社、DO株式会社

関連会社
株式会社ラピス

●商号 ダイコク電機株式会社
DAIKOKU DENKI CO., LTD.

●創業 1964年12月

●設立 1973年 7月

●資本金 6億7千4百万円（発行済株式総数14,783,900株）

●本社 名古屋市中村区那古野一丁目47番1号
名古屋国際センタービル

●従業員数 （単体）427名 （連結）663名

●事業内容 パチンコホール向けコンピュータシステムの開発・製造・販売
パチンコ・パチスロ遊技機用ユニットの開発・製造・販売

●役員 取締役会長 小　山　晴　久
代表取締役社長　 栢　森　雅　勝
代表取締役副社長　栢　森　秀　行
代表取締役専務 栢　森　　　健
常務取締役 岩　根　節　雄
取締役 伊　藤　茂　年
取締役 平　原　正　義
取締役 山　下　　　陽
取締役 根　本　　　弘
取締役 堀　田　昌　郎
取締役 國　保　徳　丸
常勤監査役 山　崎　健二郎
常勤監査役 伊　東　幹　夫
監査役 田　中　正　雄
監査役 田　　　稔
監査役 村　橋　泰　志

（注）1. 取締役　堀田昌郎氏、國保徳丸氏は社外取締役であります。

2. 監査役　田中正雄氏、 田稔氏、村橋泰志氏は社外監査役であります。

本部事業所
本社

Stock Information 株式情報
（2007年3月31日現在） （2007年3月31日現在）

●株式状況

発行可能株式総数………………………………… 66,747,000株

発行済株式総数…………………………………… 14,783,900株

株主数……………………………………………………… 3,989名

●大株主
株主名 持株数（株） 出資比率（％）

栢森　雅勝 1,885,650 12.75
栢森　秀行 1,772,800 11.99
栢森　健 1,771,300 11.98
財団法人栢森情報科学振興財団 750,000 5.07
栢森　新治 737,150 4.99
栢森　 712,500 4.81
栢森　美智子 626,000 4.23
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 571,200 3.86
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 397,100 2.68
ステート ストリート バンクアンド トラスト カンパニー 505019 361,900 2.44
ダイコク電機従業員持株会 289,100 1.95
株式会社みずほ銀行 150,000 1.01
株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 110,000 0.74
バンク オブ ニューヨーク ジーシーエム クライアント アカウンツ イー アイエスジー 97,700 0.66
ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー 90,400 0.61
メロン バンク トリーティー クライアンツ オムニバス 86,250 0.58
ドリーム 83,300 0.56
ザ チェース マンハッタン バンクエヌエイロンドン エス エル オムニバス アカウント 81,950 0.55
資産管理サービス信託銀行株式会社（証券投資信託口） 59,700 0.40
資産管理サービス信託銀行株式会社（年金特金口） 54,800 0.37

●所有者別株式分布状況

●持株数別株式分布状況

0 0

1,000 16,000

2,000 32,000

3,000 48,000

4,000 64,000

5,000 80,000

出来高�
（百株）�

株価�
（円）�

2006 20072005

2月�1月�12月�11月�10月�9月�8月�7月�6月�5月�4月�3月�2月�1月�12月�11月�10月�9月�8月�7月�6月�5月�4月� 3月�

●株価及び出来高の推移

2007年3月31日現在 2006年9月30日現在

■個人・その他 9,911,139株 3,756名 9,399,387株 2,790名

■金融機関 1,741,100株 34名 2,074,800株 34名

■その他国内法人 1,413,600株 76名 1,410,100株 71名

■外国人 1,544,000株 91名 1,762,880株 88名

■証券会社 173,921株 31名 136,593株 28名

■自己名義株式 140株 1名 140株 1名

合計 14,783,900株 3,989名 14,783,900株 3,012名

2007年3月31日現在 2006年9月30日現在

1単元未満 260株 17名 210株 8名

1単元以上5単元未満 436,821株 2,615名 322,100株 2,002名

5単元以上10単元未満 269,980株 457名 182,900株 310名

10単元以上50単元未満 1,215,870株 744名 879,520株 542名

50単元以上100単元未満 323,323株 48名 307,780株 45名

100単元以上500単元未満 1,848,706株 87名 1,629,094株 81名

500単元以上1,000単元未満 554,100株 7名 492,556株 7名

1,000単元以上5,000単元未満 1,308,100株 5名 1,805,000株 8名

5,000単元以上 8,826,600株 8名 9,164,600株 8名

合計 14,783,760株 3,988名 14,783,760株 3,011名

2007年�
3月31日現在�

2006年�
9月30日現在� 63.58 14.04 9.54 11.92

0.92

10.44

0.00

0.00
9.5611.7867.04 1.18

（単位：％）

（注）1. 2007年3月31日現在の持株数別株式分布状況には、自己名義株式1名140株を
含んでおりません。

2. 2006年9月30日現在の持株数別株式分布状況には、自己名義株式1名140株を
含んでおりません。
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●事業年度 4月1日から翌年3月31日

●定時株主総会 6月下旬

●基準日 定時株主総会　　3月31日
期末配当　　　　3月31日
中間配当　　　　9月30日
その他必要があるときは、あらかじめ公告いたします。

●株主名簿管理人 東京都港区芝三丁目33番1号
中央三井信託銀行株式会社

●同事務取扱場所 〒460-8685
名古屋市中区栄三丁目15番33号
中央三井信託銀行株式会社　名古屋支店証券代行部
TEL. 0120-78-2031（フリーダイヤル）

●同取次所 中央三井信託銀行株式会社　本店及び全国各支店
日本証券代行株式会社　本店及び全国各支店

●公告方法 電子公告によります。ただし、やむを得ない事由によっ
て電子公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載いた
します。

公告のホームページアドレス http://www.daikoku.co.jp/

〈お知らせ〉
住所変更、単元未満株式買取請求、名義書換請求及び配当金振込指定に必要な各用紙
のご請求は、株主名簿管理人のフリーダイヤル0120-87-2031で24時間受付してお
ります。

当社は、投資家の皆さまに対して電子メールによるIR情報配信サービスをスタートさせまし
た。ご登録いただいた方々に当社ホームページ（http://www.daikoku.co.jp/）に新しい情
報が掲載されたことをお知らせします。
ご希望の株主さまは、当社ホームページにアクセスした後、「IRメール配信ご登録」ボタン、
またはディア・ネットサービスホームページ（http://www.dirnet.jp/6430）から、簡単に
ご登録（無料）いただけます。

〒450―8640 名古屋市中村区那古野一丁目47番1号　名古屋国際センタービル2階

TEL（052）581―7111（代表）

ホームページ　http://www.daikoku.co.jp

株主メモ

IR情報メール配信サービスを開始


